
別記様式第8号（別記１の第６の１、別記２の第５、別記３の第５、別記４の第６、別記７の第６の１の（１）関係）

静岡県
１　被害防止計画の作成数、特徴等

２　事業効果の発現状況
市町による地域住民を主体とした被害防止対策の取組と、それを県が支援したことにより、農作物被害額はピークであった平成21年度から減少傾向にある。

３　被害防止計画の目標達成状況
令和４年度を被害防止計画の目標年度として事業評価を行なった14事業主体のうち、被害金額又は被害面積で目標を達成したのは10事業主体であった。

４　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

（Ｒ2）

くくり罠15基132,000円（8,000円/基（税抜き））
ダニ対策衛生用品、捕獲時の安全確保に使用する
機材、止刺し用資機材（皮手袋、ﾜｲﾔｰ、トビ（止刺
用））：86,240円
捕獲活動等に使用する車両の借料：217,800円
捕獲活動等に使用する車両の燃料費：183,960円

（R3）
くくり罠15基148,500円（9,000円/基（税抜き））
ダニ対策衛生用品、捕獲時の安全確保に使用する
機材、止刺し用資機材（皮手袋、ﾜｲﾔｰ、トビ（止刺
用））：418,940円
捕獲活動等に使用する車両の借料：327,600円
捕獲活動等に使用する車両の燃料費：221,000円
研修会開催研修講師 １名
講師謝礼金11,300*２＝22,600　　旅費107,860（交
通費99,460（片道49,730円*２）宿泊費8,400円
（8,400円*1泊分））　

（Ｒ4）
くくり罠15基149,000円（9,900円/基（税込み））
小型箱わな7基130,000円（18,480円/基（税込み））
18,480円×７=129,360円≒130,000円
ダニ対策衛生用品、捕獲時の安全確保に使用する
機材、止刺し用資機材（皮手袋、ﾜｲﾔｰ、トビ（止刺
用））：327,000円
捕獲活動等に使用する車両の借料：202,000円
捕獲活動等に使用する車両の燃料費：214,000円　　　　　
研修会開催研修講師 １名
謝礼金93,000円＊２回＝186,000円

ＩＣＴ機器増設（中継機１機、基礎部品）636,000円

（Ｒ2）
イノシシ　成獣421頭、幼獣80頭
ニホンジカ　成獣194頭、幼獣2頭
サル　成獣11頭、幼獣0頭

（Ｒ3）
イノシシ　成獣214頭、幼獣29頭
ニホンジカ　成獣315頭、幼獣12頭
サル　成獣8頭、幼獣3頭

（Ｒ4）
イノシシ　成獣253頭、幼獣27頭
ニホンジカ　成獣300頭、幼獣7頭
サル　成獣5頭、幼獣0頭

（Ｒ2）

（R3）
イノシシ用箱罠購入５基

（Ｒ4）
イノシシ用箱罠購入１基
サル用箱罠購入４基
（Ｒ2）

鳥獣被害防止総合支援事業、鳥獣被害防止都道府県活動支援事業（都道府県広域捕獲活動支援事業）鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業及び鳥獣被害防止対策促進支援事業（中山間地域等鳥獣被害防止施設整備事業）の評価報告（令和２年度～令和４年度）

被害防止計画の目標と実績
被害金額（千円） 被害面積（a）

本県では、34市町で被害防止計画が策定されている。各市町は、被害の軽減目標を達成するため、侵入防止柵の整備、被害防止目的の捕獲、緩衝地帯の整備、被害防止研修会等を実施している。

事業実施主
体名 対象

地域
実施
年度

対象
鳥獣

事業内容 事業量 管理主体
供用
開始

利用率・
稼働率

事業効果 事業実施主体の評価 第三者の意見
都道府県の評

価

下田市有害
鳥獣対策協
議会

下田市
令和２年度
～令和４年

度

イノシシ
ニホンジカ

サル
ハクビシン

タイワンリス

推進事業 下田市有害
鳥獣対策協
議会

－ －

【R2】
わな等の購入や車両をリースをし、田んぼ
や畑への被害に関する相談や市街地等へ
出没した鳥獣の追い払いや駆除を行った。
市街地での出没が多く、相談が多くある中
で、その対応や出没個体の追い払い・駆除
を行った。
農作物への被害について、被害を受けた面
積は若干増加しているが、被害額の合計は
前年度に比べて約27％減少している。

【R3】
わな等の購入や車両リースをし、田んぼや
畑への被害に関する相談や市街地等へ出
没した鳥獣の追い払いや駆除を行った。ま
た、研修会を実施し、鳥獣害に対する意識
付けを行った。
前年度、イノシシの捕獲が大きく進んだこと
により、イノシシによる被害面積が前年度か
ら約40％減少した。また、ニホンジカについ
ても被害面積が約44％減少しており、全体
の被害面積も約40％の減少となっている。

【R4】
わな等の購入や車両リースをし、田んぼや
畑への被害に関する相談や市街地等へ出
没した鳥獣の追い払いや駆除を行った。ま
た、研修会を２度実施し、鳥獣害に対する意
識付けを行った。
また捕獲総数は、前年度と比較して約７％
増加した。

イノシシ：243
ニホンジカ：236
サル：8
ハクビシン、タイ
ワンリス：０

合計：487

イノシシ：218
ニホンジカ：3460
サル：101
ハクビシン：1204
タイワンリス：０

合計：4,983

イノシシ：933.3%
ニホンジカ：-
105,333.3%
サル：-9200.0%
ハクビシン：-
タイワンリス：０

合計：-
64,128.6%

イノシシ：379
ニホンジカ：297
サル：38
ハクビシン、タ
イワンリス：０

合計：714

イノシシ：20
ニホンジカ：235
サル：9
ハクビシン：37
タイワンリス：０

合計：301

イノシシ：9075.0%
ニホンジカ：2166.7%
サル：3000.0%
ハクビシン：-
タイワンリス：０

合計：5262.5%

　捕獲頭数について、令和２年度は平年以
上に捕獲が行われたが、他の年について
は、平年と同程度の捕獲数であった。ニホ
ンジカの目撃や被害相談の範囲が拡大し
ており、捕獲数も増加している。
　令和４年度分の調査から、聞き取りの方
法や対象者、内容について変更したため、
これまで拾いきれていなかったものについ
ても確認できるようになったことにより、被
害金額については大きく増加した。
　ただし、被害面積については全体的に減
少しているため、被害防除や捕獲活動の
効果が現れているかと思われる。実施して
いる被害防除対策や捕獲活動について、
今後も継続して行う必要がある。
　わなの購入により、被害相談に対して柔
軟に対応が行えるようになった。また、農
地以外への被害相談や市街地や住宅地
での目撃や被害相談も毎年あり、その対
応についても適宜行えている。

被害面積は目
標を達成して
おり、被害金額
は調査手法の
見直しによると
ころが大きいと
考えられ、事業
の効果が見ら
れると推察され
る。対策の効
果が見られる
捕獲や防護柵
の設置と合わ
せて被害が発
生した住民へ
の意識啓発を
行ってほしい。
（静岡県農林
技術研究所　
森林・林業研
究センター　上
席研究員　神
谷健太）

被害金額につ
いては目標未
達だったもの
の、被害面積
は目標を達成
しており、ハー
ド、ソフト対策
のどちらも生か
した取組の効
果が出ている
と思われる。
今後はサルや
ハクビシンの対
策も強化しつ
つ、他市町と連
携して被害軽
減の取組を継
続してほしい。

緊急捕獲活
動支援事業

－ － －

【R2】
年間を通じて、市内で鳥獣捕獲を実施した
者に対して緊急捕獲活動支援事業の交付
金。ニホンジカ、イノシシ、サルの捕獲を実
施している。
捕獲総数は前年と比較して約27％増加し
た。特に猪については前年から約47％捕獲
頭数が増加した。

【R3】
捕獲総数は、前年と比較して約16％減少し
た。イノシシの捕獲数が減少し、ニホンジカ
の捕獲が大きく進んだ。
被害防除対策の周知や捕獲活動が進んだ
影響かと思われる。

【R4】
ニホンジカの捕獲頭数は前年とほぼ同程度
で、イノシシの捕獲数は前年よりも増加し
た。
被害状況については、令和４年度分より調
査方法を賀茂農林事務所管内でそろえるよ
うにしたため、数字が大きく変化している。
ニホンジカについては被害面積は拡大して
いるが、イノシシ等については減少してお
り、対策の成果が出ていると思われる。

東伊豆町有
害鳥獣対策 東伊豆町

令和２年度
～令和４年

シカ
イノシシ

サル

推進事業 東伊豆町

－ －

令和４年度住宅地でイノシシ２頭、サル１匹
を箱罠で捕獲。
集落（町中）でのイノシシやサルの目撃、家
庭菜園被害情報が増加傾向により、くくり罠
の設置ができないような住宅街では、箱罠
での捕獲をおこなっていく。

3,960 761 827 7,390 68 1,004 

被害金額、被害面積については目標を大
幅に達成することができた。
被害状況の把握にあたって、現在は鳥獣
害対策事業（防護柵補助）利用者、有害鳥
獣捕獲依頼者に聞き取り調査を行ってい
る。（30名程度）
今後は、認定農業者、農業経営振興会等
にも調査依頼していきたい。（60名～100
名）
ただし、調査対象を増やすと被害額、面積
が増えることが問題である。

被害金額・面
積ともに目標
の達成率は
100％以上であ
り、対策の効果
が見られるが、
これまで被害
のなかったハク
ビシンやタイワ
ンリスの被害
が発生してい
る。新たな加害
獣種への対応
も実施していく
必要がある。
今後も継続的

基準年度（H30
年度）に比べ、
大幅に被害が
軽減している。
今後も継続し
て被害の縮小
に取り組んで
ほしい。

緊急捕獲活
動支援事業



（Ｒ3）
害鳥獣対策
協議会

東伊豆町 ～令和４年
度

サル
タイワンリス

3,960 761 827 7,390 68 1,004 今後も継続的
な被害対策と
新たな対策の
実施を期待す
る。（静岡県農
林技術研究所　
森林・林業研
究センター　上
席研究員　神
谷健太）

－ － －



（Ｒ4）

（Ｒ2）
                          －

（Ｒ3）
国産ジビエ認証にかかる手数料の補助

（Ｒ4）
                          －

（Ｒ2）
イノシシ　377頭
二ホンジカ　474頭
サル　11頭

（Ｒ3）
イノシシ　273頭
二ホンジカ　430頭
サル　11頭

（Ｒ4）
イノシシ　252頭
二ホンジカ　405頭
サル　5頭

（Ｒ2）
ドックマーカー購入

（R3）
オリワナシステム購入・設置

（Ｒ4）
有害鳥獣講習会開催

（Ｒ2）
イノシシ　539頭
シカ　161頭

（Ｒ3）
イノシシ　476頭
シカ　147頭

（Ｒ4）
イノシシ　370頭
シカ　145頭

(R2)
分解可能箱わな５基、センサーカメラ５台、電気止
め刺し機１台、保てい具２個　等

モデル地区での研修会事前調査費、研修会　等

(R3)
センサーカメラ　５台

(R4)
研修会の実施２回

（Ｒ2）

（Ｒ3）

（Ｒ4）

谷健太）

河津町有害
鳥獣対策協
議会

町内全域
令和２年度
～令和４年

度

イノシシ
ニホンジカ

サル
クリハラリス

推進事業 河津町有害
鳥獣対策協
議会

－ － －

3,173 1,013 713.6% 407 142 702.3%

被害金額、被害面積共に目標を大幅に達
成することができている。これらは捕獲活
動の成果が見えてきたと推測する。今後
も、捕獲活動を継続し、河津町鳥獣害対策
事業補助金を活用して防護柵整備の推進
をする。さらに、防護柵の保守点検を実施
し、防護柵の効果を高めるように努めてい
く予定である。

被害金額・面
積ともに目標
の達成率は
100％であり、
対策の効果が
見られる。防護
柵の設置や捕
獲の効果も見
られる。また、
捕獲個体の利
活用を推進す
る認証制度等
新たな取り組
みにも積極的
に実施しており
評価できる。今
後も継続的に
被害対策の実
施を期待する。
（静岡県農林
技術研究所　
森林・林業研
究センター　上
席研究員　神
谷健太）

イノシシ、ニホ
ンジカ、サルな
どの捕獲に積
極的に取り組
んだ結果、被
害金額、被害
面積ともに目
標を大幅に達
成している。今
後も継続して
被害の縮小に
取り組んでほし
い。

緊急捕獲活
動支援事業

－ － －

令和2年度捕獲数はイノシシ377頭、ニホン
ジカ474頭、サル11頭である。実施年度の被
害実績はイノシシ、169ａ、1,510千円、ニホン
ジカ65ａ、1,193千円、サル68ａ、104千円であ
る。
　目標値に比べ、被害金額は減少している。

令和3年度捕獲数はイノシシ273頭、ニホン
ジカ430頭、サル11頭である。実施年度の被
害実績はイノシシ404ａ、2,283千円、ニホン
ジカ48ａ、308千円、サル60ａ、361千円であ
る。
　目標値に比べ、被害金額は減少している。

令和4年度捕獲数はイノシシ252頭、ニホン
ジカ405頭、サル5頭である。実施年度の被
害実績はイノシシ75ａ、435千円、ニホンジカ
22ａ、483千円、サル23ａ、16千円である。
　目標値に比べ、被害金額は減少している。

南伊豆町
　（南伊豆町
有害鳥獣等
対策協議会）

南伊豆町
令和２年度
～令和４年

度

イノシシ
シカ
サル

推進事業 R2,R3:南伊
豆町有害鳥
獣等対策協
議会
R4:南伊豆
町

－ －

ドックマーカー及びオリワナシステムを導入
することにより、狩猟者の負担軽減を図るこ
とができた。
令和4年度に実施した鳥獣講習会では、毛
倉野地区をモデル地区とし、下田市と連携し
て実施することにより、獣害についての知識
を深め、地域で守ることの重要性を学ぶこと
ができた。

13,710 11,636 237 4,830 5,510 -32 

　被害金額は達成できたものの、被害面積
は目標未達となった。
　捕獲頭数について、令和２年度から減少
傾向にあると同時に狩猟者の高齢化が進
んでおり、負担軽減のため、令和２年度・
令和３年度にドックマーカー及びオリワナ
システムなどのICT機器を導入することに
より、捕獲の効率化及び狩猟者の負担軽
減に取り組んでいる。
　また、令和４年度からは下田市と共同で
モデル地区に講師を呼んで、被害防止の
ための講習会を実施することで、町での公
助だけではなく地域での共助の重要性を
自治会が学ぶ場を作っている。このような
活動に引き続き取り組むことで、被害防止
計画における被害面積の目標達成を目指
す。

被害金額は目
標を達成して
おり、被害面積
も目標値の9割
上を達成して
いることは事業
の効果が見ら
れる。狩猟者
の高齢化等人
手不足は今後
も大きな課題と
なる。ICT等の
先進的な技術
を導入すること
での対応を継
続的に実施し
て欲しい。（静
岡県農林技術
研究所　森林・
林業研究セン
ター　上席研究
員　神谷健太）

ソフト、ハード
を組み合わせ
た総合的な取
組により、被害
金額は目標達
成している。
下田市との連
携を強化し、今
後も被害軽減
活動に積極的
に取り組んで
ほしい。

緊急捕獲活
動支援事業

南伊豆町 － －

捕獲頭数について年々減少傾向にあり、令
和２年と令和４年を比較してイノシシは
68.6%、シカは90%となっているため、令和５
年度以降についても減少すると思われる。

松崎町
野猿等
対策協議会

松崎町
令和２年度
～令和４年

度

イノシシ
ニホンジカ

サル
アナグマ

ハクビシン

推進事業 松崎町
野猿等
対策協議会

－ －

くくりわなやくくりわな用部品を購入し、捕獲
体制の強化を行ったことにより、安全に止め
刺しが行えるようになった。被害の面積が減
少傾向になった。　

936 2,479 -1,398 102.6 53.0 535%

被害面積については目標を達成すること
ができた。被害金額については、なかなか
捕獲が難しいサルが増えたことにより果樹
等の被害が増加した。現在、雷管などでサ
ルの追い払いなど実施しているが、今後は
地域と情報を共有しながら出現頻度の多
い場所などで捕獲、防除作業の強化など
にも取り組んでいく。またモデル地区で被
害防止対策が進んでいないところもあるの
でそこを改善していくことにより、目標達成
に近づけるのではないかと考える。

サルによる被
害面積の拡大
が目標達成を
困難にしたと推
察される。サル
については、捕
獲を行うことで
群れが分裂し
被害が拡大す
ることがあるた
め、群れの生
態を考慮しつ
つ捕獲に取り
組むよう注意し
て欲しい。（静
岡県農林技術
研究所　森林・
林業研究セン
ター　上席研究
員　神谷健太）

被害金額につ
いて、基準年
度（平成30年
度）の被害規
模が小さかっ
たため、それに
基づく目標値
には達すること
ができなかっ
た。
計画作成時と
比べサルによ
る被害が増加
しているので、
引続き、実施
隊、地区猟友
会、農協等と連
携し、被害の縮
小に努めてほ
しい。

緊急捕獲活
動支援事業

－ － －



（Ｒ2）

（R3）

（Ｒ4）

（Ｒ２）
シカ成獣：207
シカ幼獣：3
イノシシ成獣：198
イノシシ幼獣：23

（Ｒ３）
シカ成獣：296
シカ幼獣：6
イノシシ成獣：195
イノシシ幼獣：15

（Ｒ４）
シカ成獣：188
シカ幼獣：2
イノシシ成獣：107
イノシシ幼獣：8

（Ｒ2）
発信機７台・受信機１台セット　７セット整備

（Ｒ3）
以下を整備
・発信機７台・受信機１台セット　３セット
・発信機　10台
・ﾊｸﾋﾞｼﾝ用箱わな　９基
・くくりわな　110基

（Ｒ4）
以下を整備
・くくりわな　85基
・デジタル簡易無線機　10台

（Ｒ2）
イノシシ成獣258頭
イノシシ幼獣12頭
シカ成獣80頭
カラス類25羽
ハクビシン12頭

（Ｒ3）
イノシシ成獣117頭
イノシシ幼獣3頭
シカ成獣44頭
カラス類12羽
ハクビシン30頭
アナグマ2頭

（Ｒ4）
イノシシ成獣76頭
シカ成獣52頭
カラス類5羽
ハクビシン26頭
アナグマ24頭
ヒヨドリ1羽

（Ｒ2）
以下を整備
・くくりわな 10基
・くくりわな製作用資材 100基 
・狩猟用罠発信機30台
・センサーカメラ３台
・小型電動ウインチ３台

（Ｒ3）
以下を整備
・くくりわな　25基
・ドッグマーカー親機　5台
・ドッグマーカー子機　3台
・動物捕獲網　2本

（Ｒ4）
以下を整備
・小型獣用箱わな　20基
・動物捕獲用グローブ　5双
・大型獣用箱わな　2基　
・くくりわな　18基

農家に対する鳥獣被害対策のための講習会開催

（Ｒ2）
侵入防止柵整備
　電気柵５段　900ｍ
　整備地区　御殿場市神山地区

令和3年2月24日 二子地区、神山地区ともに電気柵の設置を
した箇所は鳥獣の被害が激減した。

（Ｒ4）
侵入防止柵整備
　電気柵５段　1,522ｍ
　整備地区　御殿場市二子かじか沢地区

令和5年3月31日

（Ｒ2）
イノシシ成獣161頭
イノシシ幼獣3頭
シカ成獣637頭
ハクビシン23頭

猪等鳥獣害
対策協議会

西伊豆町
令和２年度
～令和４年

度

シカ
イノシシ

ハクビシン
アナグマ

推進事業

猪等鳥獣害
対策協議会

－ －

4,207 3,848 177 634 653 73 

被害金額については目標を達成すること
ができた。被害面積については目標達成
には至らなかったが、減少傾向にあるた
め、現在の取組を継続していく必要があ
る。
今後は、捕獲だけに頼らず、防除を行って
いけるような体制を目指していきたい。防
除と捕獲を同時に実施することにより、目
標達成は可能ではないかと考える。

イノシシの被害
は減少したも
のの、ニホンジ
カの被害が拡
大している。新
たにニホンジカ
の被害が確認
された地域の
住民に対して、
イノシシと合わ
せてニホンジカ
に対する意識
啓発や対策の
指導を進めて
ほしい。（静岡
県農林技術研
究所　森林・林
業研究セン
ター　上席研究
員　神谷健太）

被害面積の目
標は達成でき
なかったもの
の、基準年度
（平成30年度）
からは年々減
少しているた
め、引続き被
害の縮小に努
めてほしい。緊急捕獲活

動支援事業

－ －

最終年度の捕獲頭数に減少傾向が見られ
た。実施者の方からも、少なくなった・見なく
なった等の声を聞くようになった。

三島市有害
鳥獣被害対
策協議会

三島市

令和２年度
～令和４年
度

イノシシ
ニホンジカ
ハクビシン
アナグマ
サル
カラス
ヒヨドリ

推進事業 三島市有害
鳥獣被害対
策協議会

－ － ・罠用発信機・受信機は罠猟での見回りに
係る労力の軽減に大いに貢献している。
・デジタル簡易無線機はその高出力、デジタ
ル音質、免許不用などの特徴から巻狩りな
どのグループ猟の際の複数人との効率的な
情報共有を可能としている。
・くくり罠は近年、被害報告が増加傾向にあ
るハクビシンなどの小型獣の捕獲に活用し
ている。

1,735 2,300 -528 185 305 -1,100 

軽減目標の被害面積及び被害金額のい
ずれも達成には至らなかった。
鳥獣全体の捕獲数は概ね横ばいで推移し
ているが、生息数が増加していると思われ
る。
昨今の現状評価を踏まえ、令和４年度に
改定した被害防止計画で定めた新たな目
標達成に向け、従来講じてきた被害防止
対策に加え、次に掲げる取組に注力する。
・捕獲従事者の高齢化を踏まえ、狩猟免許
取得補助制度の利用を促進するなど、新
たな担い手の育成
・農地への鳥獣侵入防止効果の高い防除
柵（電気柵）の設置を促進するため、補助
制度の周知を図るとともに、適切な設置方
法や維持管理手法の指導・助言
・鳥獣被害対策セミナーを開催し、被害の
現状や原因、被害防止に関する正しい知
識の浸透

被害対策の基
本となる、捕
獲、侵入防止、
生息環境管理
が実施されて
おり、捕獲頭数
も増加傾向で
ある。一方、被
害の詳細を見
るとシカの被害
が増加してい
る。被害を減ら
すには被害地
周辺の加害個
体を捕獲する
ことが効果的
である。被害農
家自身による
捕獲や計画的
な捕獲の実施
に期待したい。
（静岡県農林
技術研究所　
森林・林業研
究センター　上
席研究員　神
谷健太）

国庫補助事業
では捕獲機材
の整備や緊急
捕獲に取り組
んでいるため、
市単独事業の
防除柵設置補
助事業のさら
なる推進や放
任果樹伐採、
緩衝帯整備等
の生息環境管
理を組み合わ
せた総合的な
対策を行うよう
努めてほしい。緊急捕獲活

動支援事業
－ － － ・捕獲従事者から豚熱の影響からか、イノシ

シの生息数が明らかに減少しているとの報
告を受けており、捕獲数も伸び悩んでいる。

推進事業 御殿場市鳥
獣被害防止
対策協議会

－ － 　農作物被害の多くは人家に近い農地で発
生しているため、銃による捕獲が困難だった
が、わなを整備したことで農地周辺での捕獲
活動が強化され、直接的に被害防止につな
がる捕獲活動が実施できるようになった。
　また、埋設穴の設置や狩猟用罠発信機等
の整備により、捕獲従事者の負担軽減につ
ながった。
あわせて、鳥獣被害対策のための講習会の
開催により、鳥獣被害を未然に防ぐための
取組みが行われることが期待される。

整備事業 御殿場市鳥
獣被害防止
対策協議会

－

緊急捕獲活
動支援事業

－ － － 捕獲圧の強化に寄与した。

御殿場市鳥
獣被害防止
対策協議会

御殿場市 令和２年度
～令和４年
度

ニホンジカ
イノシシ
ハクビシン
アナグマ
アライグマ
タヌキ

3,121 3,772 -87% 357 445 -110%

　生息範囲が拡大しており、捕獲や防除が
一定の効果をあげながらも、広範囲にわた
り発生する被害を完全に防ぐことができな
かったため、被害防止計画の目標が達成
できなかった。
　また神山地区、二子地区ともに電気柵の
設置をした箇所は、鳥獣の被害が激減し
た。しかし、電気柵を設置していない隣接
する他の農地への被害については、今後
検討の余地がある。
　今後においては「侵入防止柵設置支
援」、「捕獲圧の強化」等の支援は現状通
り進めていきながら、今後は「鳥獣を寄せ
付けない環境づくり」を推進していく。その
ため、御殿場市鳥獣被害対策実施隊員に
よる地域住民への有害鳥獣の防除対策に
ついての指導助言など予防に重点をおい
た対策を強化していく。

中型獣の被害
が増加してお
り、県内でも、
中型獣の被害
が増加してい
る地域があり、
農地周辺生息
環境の整備に
期待したい。ま
た侵入防止柵
の設置を推進
しているが、そ
の後の管理が
重要となるた
め、侵入防止
柵に係わる人
材育成等にも
注力いただき
たい。（静岡県
農林技術研究
所　森林・林業
研究センター　
上席研究員　
神谷健太）

　被害防止計
画の目標を達
成することはで
きなかったが、
令和３年度、令
和４年度と、前
年度よりも被害
金額及び被害
面積を減らすこ
とができてい
る。
　また、国庫補
助事業を活用
し整備した電
気柵について、
設置後は当地
区での被害が
確認されてい
ないことから、
適正な維持管
理がされてい
るものと考えら
れる。
　今後、さらに
個体群管理、
侵入防止対
策、生息環境
管理を組み合
わせた総合的
な対策を推進
し、被害の縮小
に努めてほし
い。



（Ｒ3）
イノシシ成獣103頭
イノシシ幼獣1頭
シカ成獣595頭
シカ幼獣3頭
ハクビシン11頭
アナグマ18頭
アライグマ9頭
タヌキ10頭

（Ｒ4）
イノシシ成獣60頭
イノシシ幼獣2頭
シカ成獣671頭
シカ幼獣1頭
ハクビシン10頭
アナグマ21頭
アライグマ7頭
タヌキ19頭

（Ｒ2）
箱わな（大）3基を整備

（Ｒ3）
箱わな（大）7基を整備

（Ｒ2）
イノシシ成獣399頭
イノシシ幼獣25頭
シカ成獣83頭
ハクビシン2頭

（Ｒ3）
イノシシ成獣354頭
イノシシ幼獣31頭
シカ成獣87頭
シカ幼獣3頭
ハクビシン6頭

（Ｒ4）
イノシシ成獣297頭
イノシシ幼獣14頭
シカ成獣141頭
シカ幼獣4頭
ハクビシン6頭

整備事業 （Ｒ3）
侵入防止柵整備
　シカ・イノシシ用電気柵5段
　Ｌ＝2,190ｍ
　整備地区：小山町用沢

小山町鳥獣
被害防止対
策協議会

令和4年3月23日 － 被害の報告がなく、また用沢地区全体として
の被害報告も減少していることから、電気柵
導入による被害防止効果があったと考えら
れる。

（Ｒ2）
イノシシ成獣205頭
イノシシ幼獣1頭
シカ成獣114頭

（Ｒ3）
イノシシ成獣79頭
イノシシ幼獣6頭
シカ成獣98頭

（Ｒ4）
イノシシ成獣45頭
イノシシ幼獣16頭
シカ成獣148頭
シカ幼獣4頭

伊豆の国市
鳥獣被害防
止対策協議
会

伊豆の国市 令和２年度
～令和４年
度

イノシシ
ニホンジカ
ハクビシン
カラス

推進事業 伊豆の国市
鳥獣被害防
止対策協議
会

－ － 　大型獣用箱わなは、新たに狩猟免許を取
得した捕獲従事者等に貸し出し、捕獲実績
を上げることができた。特に、くくりわなに比
べ箱わなは高額なため、初回の箱わな設置
を支援することは、金銭面のハードルを下げ
る効果があったと考える。

7,114 7,201 89 229 229 100 

　推進事業では大型獣用箱わな10基の整
備に留まったが、市独自のわな資材購入
に対する補助金も活用され、銃猟だけでは
カバーできない地域の捕獲を推進できたと
感じる。コロナ禍で捕獲者同士での情報共
有の機会が減少したものの、捕獲頭数を
維持し、１年間の切れ目のない継続した捕
獲活動を実施することができた。
　中小型獣の捕獲については、引き続き整
備した箱わなにより、農林業者への貸し出
しによる捕獲を推進した。
　大型獣を中心とした猟友会と、中小型獣
を中心とした実施隊で並行して活動し、捕
獲に加えて、市独自の防護柵設置への補
助金の活用も促すなど、捕獲と防護の体
制作りに努めることができた。
　豚熱によるイノシシの捕獲数減少を受け
ながらも、捕獲実績はある程度維持できて
いるが、高齢化により銃猟従事者が減少し
ており、わな猟従事者でのカバーや、新た
な銃猟従事者の確保が必要である。さら
に、捕獲技術の継承もコロナ禍により機会
が減少してしまったため、捕獲従事者同士
の情報交換を促す必要がある。
　また、防護柵設置は補助金制度によって
浸透しつつあるが、設置の少ない地域に
制度を広めることが必要である。市街地で
の農作物を守ることで、鳥獣のえさ場を減
らし、人家や通学路等の市街地への出没
を減らしていきたい。

被害面積の目
標の達成率は
100％となり、
被害金額も目
標の約9割を達
成しており、事
業の効果が見
られる。限られ
た交付金の中
で整備の難し
い大型の箱わ
な等に資金を
振り向けること
は評価出来
る。捕獲を対策
の主体としてい
るが地域住民
や捕獲者の人
材育成等の注
力も期待した
い。（静岡県農
林技術研究所　
森林・林業研
究センター　上
席研究員　神
谷健太）

被害金額につ
いては目標を
達成できな
かったが、前年
度より被害金
額が減少して
いること及び被
害面積につい
ては目標を達
成できたことか
ら、国庫補助
事業と市単独
事業を組み合
わせた対策の
効果が出てい
ると考えられ
る。
今後はさらに
補助制度の普
及や捕獲者間
での情報共有
に努め、被害
の縮小に努め
てほしい。

緊急捕獲活
動支援事業

－ － － 　令和３年度末に市内で豚熱が発生したこと
から、イノシシの捕獲数が大きく伸びること
はなかったが、令和２年度から令和３年度は
約350頭～400頭の捕獲をし、計画頭数に近
い結果を出すことができた。
　シカについては、令和４年度は目撃報告
数に比例して捕獲実績も伸ばすことができ
た。また、静岡県の実施する管理捕獲も並
行して実施し、さらに管理捕獲の期間外も被
害防止目的捕獲でカバーすることで、継続
的な捕獲実施に繋がったと思われる。
　ハクビシンとカラスについては、補助額が
低く、イノシシやニホンジカに比べ、当事業
の利用実績は少ないが、推進事業による箱
わなの整備等他の事業を活用して捕獲を推
進した。

小山町鳥獣
被害防止対
策協議会

小山町 令和２年度
～令和４年
度

ニホンジカ
イノシシ
ハクビシン
カラス

5,604 9,501.9 -525.7 275 444.8 -447.7 

被害について、目標値に対して実績値が
増加しており、目標を達成できていない状
況である。
令和４年度は、前年度と比較して被害が減
少したことから、引き続き捕獲圧を高める
とともに、国や県、町独自の事業を活用・
実施し、被害が減少するように取り組む必
要があると考えている。

一部の生産者
が被害に慣れ
てしまうことに
より、周辺への
被害の拡大に
繋がる。研修
会の実施等に
より地域ぐるみ
の対策が出来
る住民の意識
の醸成を期待
する。（静岡県
農林技術研究
所　森林・林業
研究センター　
上席研究員　
神谷健太）

被害防止計画
の目標を達成
することはでき
なかったが、前
年度よりも被害
金額及び被害
面積を減らすこ
とができている
ため、一定の
効果はあるも
のと考えられ
る。
今後は、個体
群管理、侵入
防止対策及び
生息環境管理
を組み合わせ
た総合的な対
策に取り組み、
被害を縮小す
るよう努めてほ
しい。

緊急捕獲活
動支援事業

－ － － ニホンジカの捕獲頭数は、各年度によって
差があるが、令和４年度においては、捕獲
計画数に沿った捕獲が実施されている。イノ
シシの捕獲頭数については、減少傾向で推
移しているが、被害も減少しており、事業の
効果が現れていると考えられる。



富士市鳥獣
被害防止対
策協議会

R02 サル
ニホンジカ：194，イノシシ：67，サル：3，
ハクビシン・アライグマ：19，カラス：58，ヒヨドリ：0

- - - 159 238 -338 951 1,300 -229

R03 イノシシ
ニホンジカ：396，イノシシ：18，サル：6，
ハクビシン・アライグマ：16，カラス：60，ヒヨドリ：2

- - - 739 972 -184 1,226 1,610 -182

R04 ニホンジカ
ニホンジカ：132，イノシシ：63，サル：6，
ハクビシン・アライグマ：20，カラス：53，ヒヨドリ：1

- - - 480 558 -44 1,282 1,483 -40

R02
ハクビシン・
アライグマ

被害防止講習会を実施し、電気柵の設置と使用方
法の学習。
イノシシ箱わなを3基、くくりわなを20基、小動物箱
わな2基、
さる箱わな3基を購入した。

富士市鳥獣
被害防止対
策協議会

- - 844 781 167 948 729 308

R03 カラス

被害防止講習会を実施し、電気柵の設置と使用方
法の学習。
イノシシ箱わなを3基、くくりわなを8基、さる箱わな6
基を購入した。

富士市鳥獣
被害防止対
策協議会

- - 905 770 235 850 612 353

R04 ヒヨドリ

被害防止講習会を実施し、単管パイプを利用した
防鳥ネットの設置方法の学習。
イノシシ箱わなを3基、くくりわなを15基、小動物箱
わな3基、
さる箱わな2基を購入した。

富士市鳥獣
被害防止対
策協議会

- - 1,337 1,876 -261 1,663 2,011 -88

合計 4,464 5,195 -47 6,920 7,745 -7

川根本町
鳥獣被害防
止
対策協議会

川根本町

令和２年度
～

　　令和４年
度

イノシシ
シカ
サル

鳥獣被害
防止緊急
捕獲活動

支援

◎捕獲頭数（R2～4）
　イノシシ（成・幼）・・・・256頭
　シカ（成・幼）・・・・・・・1,006頭
　サル(成・幼)・・・・・・・197頭

川根本町

（緊急捕獲活動支援事業）
　町内において、イノシシ・サル・ニホンジカ
による農業・林業被害が増加していることか
ら、町猟友会が実施する被害防止目的（有
害鳥獣）捕獲に対して、緊急捕獲活動支援
事業を活用したことにより、捕獲目標頭数は
達成できなかったものの、町全体の鳥獣被
害を大幅に軽減することができた。

【R4目標値】…イノシシ210頭、サル70頭、ニ
ホンジカ300頭
【R4実績値】…イノシシ34頭、サル51頭、ニ
ホンジカ224頭

10,882 1,991 426.5 172 80 314

・目標の捕獲頭数は達成できなかったもの
の被害面積及び被害金額は全体的に軽
減できていた。
・町単独で実施している鳥獣被害防止に係
る補助事業が積極的に活用されたことも、
鳥獣被害の軽減に寄与していると考えら
れる。

・被害面積・被
害額ともに目
標の達成率は
100％以上であ
り、対策の効果
が見られる。今
後は捕獲活動
経費以外にも
人材育成や地
域ぐるみの活
動等の事業の
積極的な活動
を期待する。

・これまでの被
害対策の効果
が確実に現れ
ている。今後も
取組を継続す
るとともに、人
材育成にも着
手し、さらなる
地域の鳥獣捕
獲活動の強化
を期待する。

◎捕獲頭数（R4）
　イノシシ（成）・・・・・・33頭
　イノシシ（幼）・・・・・・1頭
　シカ（成）・・・・・・・・・212頭
　シカ（幼）・・・・・・・・・12頭
　サル（成）・・・・・・・・・50頭
　サル（幼）・・・・・・・・・1頭

◎捕獲頭数（R3）
　イノシシ（成・幼）・・・・47頭
　シカ（成・幼）・・・・・・・374頭
　サル(成・幼)・・・・・・・61頭

◎捕獲頭数（R2）
　イノシシ（成・幼）・・・175頭
　シカ（成・幼)・・・・・・・408頭
　サル(成・幼)・・・・・・・85頭

※R2～3は成獣・幼獣を合算した数値

捕獲事業

各年度、捕獲事業に取り組むことにより、野
生鳥獣の増加数を抑制し、特に被害面積の
増加を抑制した。

推進事業

被害防止講習会を開催し、電気柵の設置や
使用方法に加え、鳥類による被害も考慮し、
新たに防鳥ネットの設置方法を学び、地域
住民や実施隊員に対し、幅広い防除策を伝
達できた。
ＧＰＳ首輪発信機と地図システムを利用し
た、サルの行動特性調査を行い、調査結果
を捕獲活動のほか、地域の耕作地の防除に
役立てた。
捕獲用機材の購入とその貸し出しにより、特
に銃猟ができない場所における捕獲活動の
充実が図られた。

牧之原市鳥
獣被害防止
対策協議会

牧之原市
令和２～

令和４年度
イノシシ

緊急捕獲活動支
援事業

推進事業

（R2）
イノシシ成獣194頭、
幼獣73頭

（R3）
イノシシ成獣138頭、
幼獣49頭

(R4)
イノシシ成獣199頭、幼獣21頭

（R2）
捕獲用箱わな６基、
わな設置用発信機10セット

（R3）
わな設置用発信機20セット

　近年山沿いだけでなく、平野部でのイノシ
シによる農作物の被害、茶園の踏み荒し、
幼木の掘り起こし等の被害が多発している
ことから、緊急捕獲活動支援事業、推進事
業を活用し、捕獲者の捕獲活動の支援を実
施した。
　令和２年から令和３年にかけ、捕獲用箱ワ
ナとわな設置用発信機を購入し猟友会へ貸
与した。これらの取組により、設置わな見回
りの作業効率化と猟友会員の負担軽減につ
ながった。活動できる猟友会員が限られた
中で、捕獲頭数はほぼ同一水準を維持し、
被害額は減少した。

1,944 1090 495.4 62 216 -2,467

　猟友会会員の高齢化による捕獲の担い
手不足の課題がある中で、取組を実施し
たことにより、イノシシの捕獲頭数はおおよ
そ同水準を保つことができている。それに
伴い被害の拡大を抑えることができた。
　今後も、取組を継続し、牧之原市の鳥獣
被害が減少するよう努めていく。

　捕獲者の高
齢化による担
い手不足は深
刻な課題であ
り、ICT等を活
用し見回りの
負担を軽減す
ることは評価で
きる。一方、被
害地が拡大し
ており、被害の
軽減や被害拡
大の抑制のた
めには防護柵
の設置や周辺
環境の整備も
有効であり、併
せて実施する
ことを期待す
る。

　これまでの被
害対策の効果
が確実に現れ
ている。今後も
取組を継続す
るとともに、捕
獲における後
継者育成にも
着手し、課題の
一つである担
い手不足を解
消し、地域の鳥
獣捕獲活動が
強化されること
を期待する。

富士市

講習会による啓発と、機材購入による捕獲
活動の強化を実施した。新たに学んだ防
鳥ネットの設置については今後も行い、効

果を注視したい。
被害面積及び被害額については目標に届
かなかったが、捕獲数が少なかった小動
物やサルに対し、補助金を上乗せしたこと
で、捕獲数も増え、小動物においては被害
面積金額ともに目標値を下回った。しか

し、被害増加の傾向も見られるため、対策
を継続する必要がある。

被害対策の施された地域を鳥獣が避けた
ためか、これまでにない地域での目撃や

被害があるため、被害対策について広く周
知することに加え、捕獲により頭数を削減

していく必要がある。

　捕獲や防護
柵の設置と合
わせて、生息
環境の管理を
実施して欲し

い。また、捕獲
については加
害個体や加害
を及ぼす群れ
を捕獲すること
が効果的であ
る。被害農家
自身による捕
獲や計画的な
捕獲の実施に
期待したい。
（静岡県農林
技術研究所　
森林・林業研

究センター　上
席研究員　神

谷健太）

耕作放棄地の
増大などによ

り、愛鷹山系等
がある本市で
は、鳥獣被害
は拡大傾向に
あり、現状の捕
獲数と防護柵
の設置率では
抑え切れてい
ない状況にあ
る。ＧＩＳ等を活
用した有害鳥
獣の捕獲を継
続するととも
に、被害の軽
減に直結する
防護柵等の導
入、生息環境

の管理をさらに
進めていく必要

がある。



推進事業 （R２）
くくりわな10基購入

市内の鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の
適正化に関する法律第9条第1項の規定に
基づく鳥獣の捕獲等の許可に係る条件を満
たす者に対し、わなの貸し出しを行った。
主に猟友会へわなの貸し出しを行い、被害
報告が多い場所を中心に広範囲にわなを仕
掛けることでイノシシの捕獲頭数が増加し
た。（R１捕獲頭数：30頭、R2捕獲頭数：49
頭）

緊急捕獲活動支
援事業

（R２）
イノシシ（成獣）45頭
イノシシ（幼獣）４頭

（R３）
イノシシ（成獣）10頭

（R４）
イノシシ（成獣）36頭

有害鳥獣による農作物被害等の相談を受
け、猟友会と連携し農家への防除策の指導
及び捕獲活動の実施を行うことで、被害の
拡大を抑えることができた。
（R1被害面積：31a、R2被害面積：25a、R3被
害面積：17a、R4被害面積：12a）

注１：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
 　２：都道府県が事業実施主体となる鳥獣被害防止都道府県活動支援事業を実施した場合、その事業内容等も記載すること。
　 ３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。

 　 ４：「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。　　　

５　都道府県による総合的評価

御前崎市有
害鳥獣被害
防止対策協
議会

御前崎市 令和２～４
年度

イノシシ、ハクビシ
ン、タヌキ、アナグ
マ、カラス

御前崎市有
害鳥獣被害
防止対策協
議会

405 117 403% 24 12 271% 御前崎市では、イノシシの捕獲数が令和
元年度から急増し、当時は農業者に防除
策が根付いていないことから、農作物被害
は拡大していた。そこで、猟友会との連携
を深めることで、イノシシの生息実態の把
握に努め、より効果的な捕獲活動を行っ
た。また、農業者へ防護柵等の設置につ
いて助言をしつつ、電気柵の購入費への
補助を行うことで、市内農業者の防除意識
を高め農作物被害の拡大を抑えた。

被害金額・面
積ともに目標
の達成率は
100％以上であ
り、対策の効果
が見られる。侵
入防止柵の設
置と加害個体
の捕獲を実施
することが被害
を軽減する上
で有効であっ
たと考えるが、
被害地の拡大
が懸念されて
いるため、被害
防止計画に記
載のとおり、周
辺環境の整備
についても併
せて実施され
ることを期待す
る。

猟友会と連携
した捕獲活動
や防護柵の設
置等による被
害防止対策が
着実に効果を
現しており、今
後も手を緩め
ることなく、取
組を継続しても
らいたい。併せ
て鳥獣被害対
策実施隊の設
置や猟友会員
の高齢化対策
についても検
討されたい。

　 ５：鳥獣被害防止施設の整備を行った場合、侵入防止柵設置後のほ場ごとの鳥獣被害の状況、侵入防止柵の設置及び維持管理の状況について、地区名、侵入防止柵の種類・設置距離、事業費、国費、被害金額、被害面積、被害量、被害が生じた場合の要因と対応策、設置に
　　係る指導内容、維持管理方法、維持管理状況、都道府県における点検・指導状況等を様式に具体的に記載し、添付すること。

目標達成した市町、未達成の市町に関わらず加害獣種の変化などによる被害拡大が見受けられた。常に環境の変化に対応出来るように積極的な情報の発信や対策を出来る体制を整備とともに従来の対策を引き続き推進していく。



事業メニュー 実施内容 事業の効果 県の評価 第三者の意見

広域捕獲活動（有害捕獲）
○広域対策のための生育状況
調査

○裾野市及び長泉町の市町行政界を跨ぐ広域
的な対策を実施するため、赤外線カメラを搭載し
たドローンを飛行させ、加害獣の生息状況のモニ
タリングを行い、その様子を動画撮影し、データ
解析等を行った。

○シカ及びイノシシが圃場やその周辺で確
認され、加害獣の生息地として、圃場周辺の
藪や北側の林地が寝屋となっている可能性
が高く、北西方向から鳥獣の侵入が考えら
れ、その方向からの侵入防止を検討していく
必要があるため、両市町の猟友会、市町行
政に共有された。

○本調査により鳥獣の生息状況や侵
入経路を推測することができた。
今後は、行政界をまたいだ捕獲従事
者同士の連携、捕獲に参画するメン
バーの選定、ドローン調査で得られた
情報の共有体制の構築が求められ
る。

人材育成活動
○鳥獣被害対策の人材育成

○地域で鳥獣被害対策を指導できる人材を育成
するため市町やJAの職員の初任者等を対象とし
た鳥獣被害防止総合対策アドバイザー研修を開
催した。（沼津市、延べ27人参加）
○農業者、市町やJAの職員等、各地域の現場で
活躍が期待される人材を育成するための研修会
を、県内7地域（賀茂、東部、富士、中部、志太榛
原、西部、天竜）で開催し、被害防止対策の知識
や技術の習得、防護柵の設置実習、捕獲技術の
習得等を行った。（延べ208人参加）

○基礎的な内容から発展的な内容まで、座
学や実習を織り交ぜた研修を各地で開催し
た。
○研修受講者がそれぞれの地域で被害対
策の指導的役割を果たすことが期待され
る。

○多くの地域で捕獲従事者の減少・
高齢化などが課題となっているなか、
被害対策のための人材育成を引き続
き行う。

○今後も技術的助言や情報共有など
を通じて、人づくりや基盤づくり、広域
的な連携などを中心に、取組を進め
ていく。

ジビエ利用の拡大
○安全なジビエの提供と消費者
のジビエに対する安心の確保を
図るのジビエ衛生研修会

○ジビエの利活用にあたっては、処理加工施設
等の整備を進めるだけでなく、衛生的な処理加工
技術の周知が不可欠であり、大手飲食店等の需
要に対応するためには国産ジビエ認証の取得な
ど高度な衛生管理技術が求められている。また、
ジビエの消費は一部の飲食店や家庭、地域イベ
ントなど限定的で、ジビエの安全安心の浸透を図
ることで一般消費が拡大すると考える。そこで、
県内ジビエ振興を図り、国産ジビエ認証取得のた
めに必要な衛生的な管理技術の研修会を開催す
る。（延べ55人参加）

○止め刺しから解体までの国産ジビエ認証
の衛生管理のポイントについての講義やイ
ノシシ、シカの部位肉質に合わせた調理方
法についての講義を狩猟者から食肉処理加
工施設職員、申請に関わる市町職員等に講
義を行ない、衛生的な処理加工技術等の知
識の習得を実施した。

○捕獲個体の利活用としてジビエの
更なる普及が今後も課題となる中、今
後も衛生的な管理方法や認証制度の
啓発を引き続き実施してく。

行政区域を越えて活動す
る野生鳥獣に対し、複数
市町が連携し、広域的に
対策に取り組むことが必
要である。より効果的な被
害防止対策を行うため情
報共有を含めた組織体制
の構築や実効策を検討さ
れたい。
鳥獣被害対策において知
識や技術を狩猟者や市町
村農協職員等が身につけ
る必要がある。知識から実
習による総合的な対策を
身につけ対策に当たって
欲しい。
SDGｓの観点からも捕獲個
体の利活用は不可欠であ
り一般消費者へジビエが
普及しつつある中、ジビエ
の安全安心の信頼を高め
る必要がある。県内でジビ
エ認証１件が取得され、成
果が挙っている。引き続
き、認証制度の取得等に
より安全への意識の向上
やブランド化のため今後も
衛生的な取組を推進して
欲しい。
より効果的な鳥獣被害防
止対策推進のため、予算
づけされたい。
(国立大学法人静岡大学
　　理事・副学長　森田明
雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
)


